
































Study on Learning Experience from the Results of JUES














































１年生 62 56 90.3% 40 38 95.0% 168 166 98.8% 270 260 96.3%
４年生 44 23 52.3% 43 28 65.1% 107 98 91.6% 194 149 76.8%





































































































































































































n % n % n % n %
非常に 9 3.5% 5 3.4% 130 5.8% 157 11.0%
かなり 44 17.1% 30 20.3% 498 22.3% 342 23.9%
多少 174 67.7% 89 60.1% 1272 56.9% 683 47.7%
ほとんどない 18 7.0% 13 8.8% 206 9.2% 127 8.9%
全くない 12 4.7% 11 7.4% 130 5.8% 122 8.5%
非常に 4 1.5% 12 8.1% 118 5.2% 116 8.1%
かなり 54 20.8% 28 18.9% 458 20.4% 262 18.3%
多少 159 61.2% 71 48.0% 1253 55.7% 681 47.7%
ほとんどない 32 12.3% 22 14.9% 260 11.6% 217 15.2%
全くない 11 4.2% 15 10.1% 159 7.1% 153 10.7%
全国




n % n % n % n %
非常に頻繁 12 4.6% 5 3.4% 155 6.9% 102 7.1%
頻繁 72 27.7% 17 11.5% 532 23.7% 259 18.1%
時々 166 63.8% 78 52.7% 1304 58.2% 650 45.4%
全くない 10 3.8% 48 32.4% 250 11.2% 420 29.4%
非常に頻繁 15 5.8% 8 5.4% 155 6.9% 103 7.2%
頻繁 69 26.5% 33 22.3% 596 26.7% 286 20.0%
時々 132 50.8% 69 46.6% 1157 51.8% 616 43.2%
全くない 44 16.9% 38 25.7% 326 14.6% 422 29.6%
非常に頻繁 28 10.8% 12 8.1% 253 11.3% 178 12.5%
頻繁 56 21.5% 25 16.9% 504 22.6% 283 19.8%
時々 107 41.2% 60 40.5% 981 43.9% 557 39.0%
全くない 69 26.5% 51 34.5% 495 22.2% 411 28.8%
非常に頻繁 6 2.3% 1 0.7% 106 4.7% 79 5.5%
頻繁 24 9.2% 10 6.8% 251 11.2% 180 12.6%
時々 101 38.8% 48 32.4% 1015 45.4% 527 36.9%
全くない 129 49.6% 89 60.1% 862 38.6% 643 45.0%
A学部 全国

































Ａ学部 全国 Ａ学部 全国
教員は積極的に学習に取り組むようにしてくれた 3.35 3.19 3.21 3.27
教員は学生の学習について気にかけてくれた・関心を示してくれた 3.08 3.05 3.22 3.30
教員はカリキュラムや評価について明確な説明をしてくれた 3.36 3.29 2.97 3.09
教員は知的好奇心を刺激してくれた 2.98 3.10 2.81 3.14
教員は学習を支援する方向で、課題・提出物についてコメントをしてくれた 2.85 2.95 2.78 3.08
教員は学習したくなるような課題を設定してくれた 2.58 2.75 2.72 2.87
１年 ４年
表５．学習に対する姿勢
Ａ学部 全国 Ａ学部 全国
私は、授業内容の意味を自分で理解しようとする 3.74 3.77 3.66 3.79
自分がすでに知っていることと結びつけて、授業内容の意味を理解しようとする 3.74 3.72 3.72 3.79
できるかぎり他のテーマや授業の内容と関連させようとする 3.42 3.44 3.48 3.50
自分が学習している意味や内容がわからなくても、ただとりあえず学習している 3.39 3.14 3.18 3.10
自分でテーマについて考えぬかずに、教えられたことをただ受け取る 3.21 2.99 3.05 2.89
よりよいやり方を考えずに、ただ何となく学習してしまうことがよくある 3.23 3.03 2.98 2.95
１年 ４年
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での支援事項として１年次からアドバイスする必要があると考えられる。
　次に、学業との関わりでは、学業に対する意欲を表す心構えは１年、４年ともにやや高いが、
モチベーションについては１年の「非常に高かった」が低かったことから、平均的なモチベー
ションは持ち合わせているが高いわけではない。そのため、さらなる向上と定着に向けて、学
部・学科独自の「仕掛け」が必要であると考えられる。協調学習への参加は、１年において授
業中のディスカッションへの参加が高かった。このことは、授業中にディスカッションの機会
が増えたことによるものと考えられ、学科ファカルティディベロップメント（FD）によるア
クティブラーニング推進の効果であると推察される。一方、学業の一環としての他の学生との
グループワークは、全国と比較してやや低い。一般的にグループワークは、個人学習よりも思
考力、判断力を高めるなどの効果が高いといわれていることから、今後はグループワークを取
り入れた効果的なアクティブラーニングの手法を取り入れる必要があると考えられる。
　学習に対する姿勢では、「授業内容の意味を自分で理解しようとする」「自分がすでに知って
いることと結びつけて、授業内容の意味を理解しようとする」「できるかぎり他のテーマや授
業の内容と関連させようとする」については、全国と同じ傾向であった。一方、「自分が学習
している意味や内容がわからなくてもただとりあえず学習している」「自分でテーマについて
考えぬかずに教えられたことをただ受け取る」「よりよいやり方を考えずにただ何となく学習
してしまうことがよくある」の３項目については、全国の数値よりいずれも高い傾向を示した。
この傾向は、特に１年に強くあらわれていた。高校までの授業の取り組み方から大学への学び
の転換が十分なされていないことが要因と考えられる。そのため、大学で求められる主体的な
学習については、「初年次セミナー」等の授業を通じて、授業の受け方やノートテイキングの
方法などを具体的に説明していく必要がある。
　授業および教育開発では、４年は「教員は積極的に学習に取り組むようにしてくれた」「教
員は学生の学習について気にかけてくれた・関心を示してくれた」「教員はカリキュラムや評
価について明確な説明をしてくれた」「教員は知的好奇心を刺激してくれた」「教員は学習を支
援する方向で、課題・提出物についてコメントをしてくれた」「教員は学習したくなるような
課題を設定してくれた」の６項目全てにおいて、全国平均よりも下回った。１年は、授業およ
び教育開発では、「教員は積極的に学習に取り組むようにしてくれた」「教員は学生の学習につ
いて気にかけてくれた・関心を示してくれた」の２項目が全国平均より上回り、それら以外は
全国平均を下回った。特に、「教員は積極的に学習に取り組むようにしてくれた」が全国より0.16
ポイント高く、「教員は学習したくなるような課題を設定してくれた」が0.17ポイント低かった。
このことから、学生と教員の関係は良好であることが示されている一方で、学習課題の質には
満足していない傾向にあると推察された。
　以上のことから、大学教育の内容と学生の実態の「ズレ」を把握できたことは、今後の教育
課程の見直しや授業法の検討に役立つと考えられる。いずれにしても、本調査から本学Ａ学部
の学習状況の実態について把握ができたことにより、今後の授業等の教育内容について改善の
方向性が示唆された。
５．要　約
　本研究では、JUESの調査を用いて、学生の学習状況の実態を全国との比較から検討した。
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得られた結果をまとめ、以下に示す。
（１）学生の学習実態では、予習・復習の平均時間数は一日に１時間以下であり、学習時間は
確保されている実状ではなかった。１年生は全国よりもやや高い傾向にあるが、アルバイトの
影響も考えられ、学習時間の確保のための教育課程や授業法の検討が必要である。
（２）教員は積極的に学習に取り組むようにしてくれた、教員は学生の学習について気にかけ
てくれた・関心を示してくれた等、学生と教員との関係は良好である。一方、知的好奇心を刺
激してくれた、教員は学習したくなるような課題を設定してくれた等、課題の質には満足して
いないことから、モチベーションを高める課題の設定が必要である。
　今後の課題は、本調査結果をさらに詳細に分析し、学生の主体的な学びを促す授業法を検討
することである。
付記
　本稿は、「平成29年度　名古屋女子大学教育特色化推進経費」を受けて実施された成果の一
部である。
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